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Ｏ
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「
そ
れ
は
、
聖
徒
た
ち
を
整
え
て
奉

仕
の
働
き
を
さ
せ
、
キ
リ
ス
ト
の
か
ら

だ
を
建
て
上
げ
る
た
め
で
あ
り
、
つ
い

に
、
私
た
ち
が
み
な
、
信
仰
の
一
致
と

神
の
御
子
に
関
す
る
知
識
の
一
致
と
に

達
し
、
完
全
に
お
と
な
に
な
っ
て
、
キ

リ
ス
ト
の
満
ち
満
ち
た
身
た
け
に
ま
で

達
す
る
た
め
で
す
。」（
エ
ペ
ソ
人
へ
の

手
紙
４
：
12-

13
）

　

主
に
あ
っ
て
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
に
て
Ｏ
Ｂ
Ｉ

も
１
９
９
１
年
の
創
立
以
来
25
年
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
篤
い
お
祈
り
や
ご
支
援
を
も
っ
て
お

支
え
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
Ｏ
Ｂ
Ｉ
の

モ
ッ
ト
ー
と
理
念
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
主
と
教
会

に
仕
え
る
」
で
あ
り
、
私
た
ち
の
仕
え

る
対
象
は
、
主
な
る
神
と
キ
リ
ス
ト
教

会
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
心
に

刻
み
た
く
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
冒
頭
に
掲
げ
ま
し
た
御
言
葉

は
、
Ｏ
Ｂ
Ｉ
の
理
念
の
源
泉
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
Ｏ
Ｂ
Ｉ

の
理
念
は
次
の
よ
う
に
謳
（
う
た
）
わ

れ
て
い
ま
す
「
お
茶
の
水
聖
書
学
院
は

聖
書
に
基
づ
き
、
知
的
、
霊
的
、
実
践

的
に
整
え
ら
れ
た
主
の
働
き
人
を
育
成

す
る
こ
と
を
も
っ
て
教
会
に
仕
え
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
」。

　

具
体
的
に
は
Ｏ
Ｂ
Ｉ
の
受
講
生
が
聖

書
、神
学
、教
会
音
楽
な
ど
を
学
び
、「
知

的
、
霊
的
、
実
践
的
」
に
も
バ
ラ
ン
ス

を
も
っ
て
整
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

会
で
よ
り
良
き
奉
仕
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
と
育
成
さ
れ
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
Ｏ
Ｂ
Ｉ
の
存
在
理
由
で
あ

り
、
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
れ
ま
で
約

２
０
０
名
の
方
々
が
卒
業
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
会
で
「
主
と
教
会
に
仕
え
」

て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
に
Ｏ
Ｂ
Ｉ
は
Ｏ
Ｃ
Ｃ

（
お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
）

と
統
合
い
た
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｃ
Ｃ
の
こ

れ
ま
で
の
使
命
で
あ
る
「
宣
教
」
と
Ｏ

Ｂ
Ｉ
が
こ
れ
ま
で
と
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
「
教
育
」
の
働
き
が
車
の
両
輪

の
よ
う
に
一
つ
と
な
っ
て
共
に
働
く
も

の
と
な
る
な
ら
ば
、
主
と
教
会
に
仕
え

る
こ
と
に
お
い
て
一
層
お
役
に
立
て
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
、
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
に
は
、
従
来
の
後
援
会

と
同
窓
会
が
「
Ｏ
Ｂ
Ｉ
後
援
会
・
同
窓

会
」
と
い
う
一
つ
の
組
織
に
統
合
さ
れ

ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
Ｉ
卒
業
生
の
み
な
ら
ず
、

さ
ら
に
多
く
の
方
々
が
こ
の
新
組
織
に

加
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、
Ｏ
Ｂ
Ｉ
の
働
き

が
進
め
ら
れ
て
い
く
た
め
に
ご
支
援
い

た
だ
け
ま
す
な
ら
ば
感
謝
に
耐
え
ま
せ

ん
。

　

何
と
ぞ
本
年
も
皆
さ
ま
の
お
祈
り
と

共
に
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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公
開
講
座

 ﹁
聖
書
を
読
ん
だ
サ
ム
ラ
イ
達
﹂

月 火 水 木 金 土

Ⅰ
11:00
～
12:30

旧約各書講義

申命記

福井誠

＊新約各書講義

 使徒の働き

 藤原導夫

＊説教入門

-良き奉仕者として

整えられるために -

　藤原導夫

Ⅱ
13:30
～
15:00

旧約各書講義

創世記

世良田湧侍

カウンセリング基礎講座

-キリスト教人間観に

基づいて -

堀　肇

＊実践神学概論

-礼拝・説教・牧会

教会形成を聖書に学ぶ -

福井誠

Ⅲ
15:30
～
17:00

聖書地理歴史

飯島勅

新約各書講義

コリント人への手紙 1

大坂太郎

新約各書講義

獄中書簡

岩上敬人

Ⅳ
18:30
～
20:00

＊旧約聖書概説

福井誠

＊聖書重要教理

丸山悟司

新約各書講義
ガラテヤ人への手紙

ローマ人への手紙

河村従彦

＊は基礎科目

　

９
月
12
日（
土
）お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
セ
ン
タ
ー
に
て
守
部
喜
雅
先
生
の
講
演

会
が
あ
り
ま
し
た
。「
聖
書
を
読
ん
だ
サ

ム
ラ
イ
た
ち
」と
い
う
非
常
に
興
味
深
い

テ
ー
マ
で
し
た
。

　

時
代
は
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け

て
、激
動
の
日
本
を
切
り
開
き
、文
明
開
化

の
礎
と
な
り
、そ
の
役
割
を
果
た
し
た
勝

海
舟
、西
郷
隆
盛
、福
沢
諭
吉
、山
本
覚
馬

ら
、彼
ら
の
思
想
と
力
と
勇
気
の
根
源
は

実
は
聖
書
に
あ
っ
た
と
い
う
お
話
で
し

た
。鎖
国
時
代
が
終
わ
り
、聖
書
の
真
理
は

幕
末
に
生
き
た
武
士
た
ち
に
衝
撃
を
与
え

た
と
先
生
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。彼
ら

は
漢
学
の
聖
書
を
読
み
、臣
下
や
家
族
、友

人
に
も
伝
え
た
と
言
う
こ
と
で
す
。ま
た
、

江
戸
城
無
血
開
城
を
果
た
し
た
勝
海
舟
と

　－総合コース
　　　時間割 (例)－

18:00-18:30

　
オルガン

18:30-19:00
　声楽

19:15-20:15

　
ディボーション

19:30-20:15

　
聖歌隊指導

20:15-21:00

　
讃美歌史　

2016年度聖書科 カリキュラム

2016 年度教会音楽科カリキュラム

総合コース 火曜日　17:00-21:00　半期８回

 講義3科目と実技3科目を3年間で履修

選択コース 火曜日　17:00-21:00　半期８回

 講義1科目と実技1科目（オルガン、　声楽、聖歌隊指導から選択）を

 1年間で履修（延長可）

レッスンコース 声楽    ：火曜日17:00-21:00 / 木曜日1０:00-１７:00  半期8回

 オルガン :火曜日17:00-21:00 / 水曜日10:00-17:00  半期8回

 ピアノ ：水曜日10：00-17：00 / 　　　 半期8回

 個人レッスン４５分

　実技 オルガン／ピアノ、 声楽、  聖歌隊指導

　教会音楽講義 教会音楽史、  讃美歌史、  礼拝と音楽

 ＊聖書科の開設科目も受講することができます（受講料別料金）

聖書科
第 20回卒業生
小澤ナオミ
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西
郷
隆
盛
は
聖
書
の
真
理
を
思
想
の
柱
に

置
き
、神
の
愛
に
則
っ
た
決
断
を
下
し
た

の
だ
と
も
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。勝
海
舟
は

晩
年
信
仰
告
白
を
し
、西
郷
隆
盛
も
信
仰

告
白
に
至
っ
た
事
実
を
守
部
先
生
ご
自
身

が
鹿
児
島
南
洲
顕
彰
館
を
訪
れ
、確
認
な

さ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
、日
本
の

近
代
化
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
い
か
に
聖

書
が
読
ま
れ
用
い
ら
れ
、そ
れ
を
通
し
て
一

介
の
サ
ム
ラ
イ
達
が
時
代
を
切
り
拓
い
て

い
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　　

　

10
月
3
日(

土)

の
教
会
音
楽
デ
ー
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。Ｏ
Ｂ
Ｉ
教
会

音
楽
科
教
師
の
内
藤
真
奈
先
生
に
よ
る
講

義
と
演
奏
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。学
院
生

以
外
の
参
加
者
が
多
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。こ
の
講
習

で
私
自
身
が
特
に
示
さ
れ
た
事
は
、「
奏
楽

者
が
目
立
つ
演
奏
や
演
奏
曲
が
注
目
さ
れ

る
な
ら
、そ
の
奉
仕
は
失
敗
で
あ
る
」と
い

う
事
で
す
。神
様
に
ご
栄
光
を
帰
す
奉
仕

を
捧
げ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
音
楽
の
学

び
を
続
け
て
き
た
事
に
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
１
０
０
％
神

様
の
招
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｏ

Ｂ
Ｉ
教
会
音
楽
科
で
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
上

達
の
み
な
ら
ず
、
霊
的
成
長
も
与
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
音
楽
を
通
し
て
信
仰
の
歩

み
を
示
し
て
下
さ
る
先
生
方
、
祈
り
合
い

励
ま
し
合
え
る
学
友
が
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。「
キ
リ
ス
ト
の

こ
と
ば
を
、
あ
な
た
が
た
の
う
ち
に
豊
か

に
住
ま
わ
せ
、
…
感
謝
に
あ
ふ
れ
て
心
か

ら
神
に
向
か
っ
て
歌
い
な
さ
い
。」（
コ
ロ

サ
イ
3
：
16
）

　

11
月
７
日
（
土
）
に
教
会
音
楽
科
の

先
生
方
に
よ
る
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
足
り

な
く
な
る
ほ
ど
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。　

　

１
曲
目
「
わ
れ
は
満
ち
た
れ
り
」
は
、

老
シ
メ
オ
ン
が
幼
子
イ
エ
ス
を
抱
き

「
平
和
の
救
い
」を
喜
び
、
安
心
し
て
去

ら
せ
て
く
だ
さ
い
と
天
を
仰
ぎ
み
る
姿

を
近
藤
先
生
の
歌
と
福
庭
さ
ん
の
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
を
聞
き
つ
つ
思
い
浮
か
べ
ま

し
た
。

　

２
曲
目
は
内
藤
先
生
の
オ
ル
ガ
ン
に

よ
る
「
前
奏
曲
と
フ
ー
ガ　

変
ホ
長

調
」
は
荘
厳
で
華
や
か
な
演
奏
で
、
ス

テ
ッ
プ
を
踏
ま
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な

ペ
ダ
ル
さ
ば
き
に
見
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

植
木
先
生
に
よ
る
「
人
々
聞
け
」「
心

よ
り
求
め
な
ば
」は
全
身
全
霊
で
賛
美

さ
れ
、「
心
よ
り
求
め
な
ば　

ね
ぎ
こ

と
は
聞
か
れ
ん　

必
ず
、
必
ず
主
は
聞

き
た
ま
わ
ん
」
の
み
こ
と
ば
が
心
に
し

み
い
り
ま
し
た
。

　

斉
藤
先
生
が
演
奏
さ
れ
た
「
泣
き
、

嘆
き
、
悲
し
み
、
お
の
の
き
」
は
長
い

秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

悲
し
み
の
先
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
救
い
が

見
事
に
表
現
さ
れ
、
希
望
に
み
ち
た
迫
力

の
あ
る
演
奏
で
し
た
。　

　

最
後
は
遠
藤
先
生
が
「
聖
書
の
歌
」
他

を
賛
美
さ
れ
ま
し
た
。
斉
藤
先
生
が
よ
く

か
お
る
先
生
の
声
量
は
10
人
分
と
仰
い
ま

す
が
、
ま
さ
に
み
こ
と
ば
が
会
場
中
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。
終
了
時
に
は
、
神
様
と

先
生
方
に
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

教
会
音
楽
デ
ー

右上：教会音楽科教師
左から　近藤はるみ先生、遠藤かおる先生、
植木朋子先生、斉藤とし子先生、内藤真奈
先生、福庭幸子さん（賛助出演）
左上下：コンサート風景

教会音楽科
第 20回卒業生
加藤かおり

教会音楽科
総合コース
川端聡子
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ご
献
金
者
名
（
五
十
音
順
）

学
窓
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
聖
地
を
巡
る
海
外
研
修
旅
行
―
目
で
見

て
歩
い
て
感
じ
る
体
験
学
習
―
イ
ス
ラ
エ

ル
編　

２
０
１
６
年
2
月
23
日
〜
3
月
2

日
（
9
日
間
）。
引
率
教
師
、
飯
島
勅
師
、

福
井
誠
師
。

●
学
院
生
会
主
催
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

12
月
8
日
（
火
）
学
院
生
会
主
催
ク
リ

ス
マ
ス
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
30

名
、
主
の
ご
降
誕
を
祝
う
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

●
第
23
回
Ｏ
Ｂ
Ｉ
卒
業
式

　

第
23
回
Ｏ
Ｂ
Ｉ
卒
業
式
は
3
月
5
日
午

後
2
時
か
ら
執
り
行
い
ま
す
。
今
年
は
、

聖
書
科
、
駒
井
卓
氏
（
保
守
バ
プ
テ
ス
ト

同
盟
宇
都
宮
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）、
教
会

音
楽
科
、
島
田
伸
世
氏
（
日
本
福
音
キ
リ

ス
ト
教
会
連
合
夙
川
聖
書
教
会
）
の
２
名

が
卒
業
に
向
け
て
、
卒
業
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。覚
え
て
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

●
柏
木
道
子
先
生　

特
別
公
開
講
座

　

２
０
１
６
年
６
月
14
日
（
火
）
Ｏ
Ｃ
Ｃ

８
Ｆ
チ
ャ
ペ
ル
に
て
、
柏
木
道
子
先
生
を

お
迎
え
し
、「
主
に
あ
っ
て
は
人
生
の
秋

に
も
春
が
来
る
」「
苦
難
の
中
で
の
希
望

の
あ
り
か
」
と
題
し
て
特
別
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

●
Ｏ
Ｂ
Ｉ
特
別
公
開
講
座

　

９
月
12
日
（
土
）
午
後
１
〜
４
時
、
Ｏ

Ｃ
Ｃ
５
Ｆ
5
０
8
号
室
に
て
、
守
部
喜
雅

氏
に
よ
る
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
80
名
。「
聖
書
を
読
ん
だ
サ

ム
ラ
イ
た
ち
〜
そ
の
愛
と
真
実
の
生
涯
に

学
ぶ
〜
」
と
題
し
て
、
歴
史
的
な
人
物
を

追
い
な
が
ら
、
宣
教
の
熱
意
を
燃
や
さ
れ

る
講
演
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

●
教
会
音
楽
デ
ー

　　　

　

10
月
3
日
（
土
）
午
後
１
〜
３
時
半
、

お
茶
の
水
聖
書
学
院
2
０
7
号
室
に
て
、

当
学
院
内
藤
真
奈
師
に
よ
る
第
16
回
教
会

音
楽
デ
ー
『
ゆ
た
か
な
礼
拝
奏
楽
と
は
？

も
っ
と
知
ろ
う
！
オ
ル
ガ
ン
の
こ
と
を
』

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
19
名
。

専
門
的
に
学
ぶ
時
と
な
り
ま
し
た
。

●
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

11
月
7
日
（
土
）
午
後
２
時
よ
り
、
お

茶
の
水
聖
書
学
院
教
会
音
楽
科
教
師
に
よ

る
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
1
７
0
名
。
讃
美
を
聞
き
な

が
ら
神
を
崇
め
る
素
晴
ら
し
い
時
が
持
た

れ
ま
し
た
。

阿
部
幸
平　

会
田
征
子　

安
藤
谷
子

阿
久
津
千
枝
子　

安
佛
理
恵　

安
藤
良
一

有
田
美
榮
子　

伊
藤
洋
子　

池
上
喜
久
子

猪
狩
多
佳
子　

岩
渕
勲　

石
井
江
理
子

飯
島
多
稼
夫　

猪
狩
友
行　

石
塚
幸
子

石
井
由
紀　

上
野
優
佳
子　

植
木
朋
子

梅
澤
近
子　

檜
鳩
彰　

小
野
沢
恵
子　

奥
村
輝
夫　

岡
田
秀
樹　

大
沼
恵
美
子　

奥
津
晃　

柏
俣
朝
子　

加
茂
康
一　

金
本
悟　

北
城
恪
太
郎　

木
下
順
子　

倉
内
一
壽　

窪
井
節
子　

駒
井
卓　

小
林
喜
久
男　

佐
藤
敬　

坂
野
慧
吉　

榊
原
寛　

坂
本
二
郎　

嶋
崎
岳
史　

庄
司
満
喜
子　

島
田
伸
世　

島
田
裕
子　

杉
山
礼
子　

須
子
都　

鈴
木
芳
宣　

関
守
栄
子　

世
良
田
湧
侍　

高
橋
和
子　

田
村
雅
志　

田
畑
勝
敏　

田
中
勇
二　

田
中
恵
子　

戸
川
偕
生　

戸
川
正
子　

中
平
悦
子　

中
島
總
一
郎　

浪
井
弘
子　

中
村
良
子　

永
澤
良
子　

西
谷
英
子　

《
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
》（
11
月
１
日
〜
27
日)

安
佛
理
恵　

安
藤
良
一　

有
田
貞
一

阿
久
津
千
枝
子　

安
藤
谷
子　

岩
渕
勲　

飯
島
多
稼
夫　

伊
藤
洋
子　

石
塚
幸
子　

内
田
光
子　

加
茂
康
一　

柏
俣
朝
子　

北
城
恪
太
郎　

鬼
京
由
紀
子　

倉
沢
薫
代

坂
野
慧
吉　

榊
原
寛　

庄
司
満
喜
子

杉
山
礼
子　

須
子
都　

田
畑
勝
敏　

田
村
雅
志　

戸
川
正
子　

中
島
總
一
郎

中
平
悦
子　

永
澤
良
子　

芳
賀
功　

藤
原
導
夫
・
智
子　

藤
村
陽
子　

舩
山
勝
彦　

牧
野
三
恵　

丸
山
幹
夫

町
田
恵
子　

山
口
松
子　

吉
野
俊
子

中
山
キ
リ
ス
ト
教
会

萩
原
滋　

芳
賀
功　

日
名
富
子　

脇
坂
勇

藤
村
陽
子　

舩
山
勝
彦　

福
井
ち
よ　

藤
原
導
夫
・
智
子　

福
井
誠　

真
鍋
雅
美

松
崎
ひ
か
り　

松
本
由
美
子　

丸
山
幹
夫

牧
野
三
恵　

平
松
庸
一　

松
本
逸
子　

三
浦
喜
代
子　

三
友
庸
子　

森
井
あ
ず
さ

森
本
馥　

山
田
由
美
子　

山
口
松
子　

吉
村
瑠
美
子　

吉
野
俊
子　

林
芳　

市
川
北
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

中
山
キ
リ
ス
ト
教
会

百
合
ヶ
丘
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

古
淵
キ
リ
ス
ト
教
会
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（
２
０
１
5
年
8
月
1
日
〜　

　
　
　
　
　

２
０
１
５
年
11
月
27
日
）

　

皆
様
の
貴
い
ご
献
金
を
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。


